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発達障害のある人の就労継続支援研究からみた共生社会への転換についての展望

【岩本論文へのコメント】

未来に希望を持って

山 科 　 満

　本論文で岩本氏は、障害のある人と無い人が共
生する社会の実現のためには、インクルーシブ教
育の推進や職域における合理的配慮の義務化と
いった上からの改革だけでなく、実際の生活者に
対する直接的なアプローチが必要であると主張す
る。現代の高度に発達した産業構造の中では、短
期的な経済的合理性のために労働者が均質化する
のではなく、人々が異質な他者に開かれているこ
とこそ今後の産業発展のためには必要であり、現
にボトムアップ的に産業界でそのような変化が生
じつつあることを、産業組織論の文献検討に基づ
いて指摘している。
　メンタライジングが発達障害のある人の自己理
解に必須であることを岩本氏は従来から主張して
きたが、本論文では、現代における産業領域の価
値観の変化に呼応して、先ずは経営者やリーダー
層に対してメンタライジング研修を行うことが、
共生社会の実現のために有効であろうと提案して
いる。全ての人にメンタライジングを、というの
が今回の論文における新しい主張であり、とりわ
けその主張を単なる理念としてではなく、経済的
合理性があるということを一定の根拠をもって推
論している点が画期的であるといえる。
　氏は実証研究ではないことをもって本論文の限
界と捉えているようであるが、筆者には本論文が
提示した仮説の意義は大変重要であると感じられ

る。これを実証研究に持ち込むのが産業・組織論
領域の心理学者の役割であろう。氏の推論のアナ
ロジーとして筆者が思い浮かべたのは、Google
におけるチームパフォーマンスを最大化する鍵
はチーム構成員のpsychological safetyの感覚に
あるという社内研究の結果である（Rozovsky, J., 
2015）。両者に共通するのが、企業の業績向上の
ためには働く人の人間性回復が必要であるとい
う、至極まっとうだが近現代の産業社会において
捨て去られていったテーゼである。
　本論文をもって岩本氏は自身の当事者研究に一
つの区切りをつけるつもりのようである。氏の一
連の研究成果が、本当の意味で日の目を見るのは
まだ先のことかもしれないが、筆者は、何時の日
か、氏の主張を掘り起こしその先見性と当事者視
点の正当性を評価する研究者が現れることを、強
く願っている。氏のこれまでの歩みを労い深い感
謝を表するともに、今後の発展を期待するもので
ある。
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